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論　文

ナチス期のドイツにおける保険業企業の役員兼任の構造 
― 他社の監査役会での人的結合 ―

山　崎　敏　夫＊

要旨

　ドイツにおける企業間関係は，産業と銀行の関係，保険業の企業と産業企業の

関係，保険業の企業と銀行の関係，産業企業と産業企業の間の関係など多面にわ

たり展開され，同国資本主義の協調的特質と深いかかわりをもつものであるとと

もに，蓄積構造の基軸をなすものである。なかでも，産業と銀行の関係は，19 世

紀末から 20 世紀初頭にかけての独占資本主義への移行期に産業と銀行の融合・癒

着によって成立をみた「金融資本」というかたちで，特徴的な発展をとげてきた。

銀行による信用業務，証券業務，交互計算業務，株式所有，役員派遣などの多様

な方法によって産業と銀行の緊密な関係が築かれてきたが，監査役会への役員派

遣，そのようなトップ・マネジメント機関での役員兼任は，企業間の関係の構築

の重要な手段をなしてきた。ドイツでは，保険業の企業と産業企業や銀行との間

でも，監査役の派遣，監査役会での役員兼任をとおして緊密な企業間人的結合関

係が築かれてきた。

　それゆえ，保険業の大企業による他社の監査役会における役員兼任の構造の

解明も重要な問題となるが，筆者は，これまでの論稿において，20 世紀初頭の時

期および第 1 次大戦後のインフレーション期におけるドイツ保険業の 2 大企業で

あるアリアンツ（Allianz Versicherungs-AG）とミュンヘン再保険（Münchener Rück-

versicheungs-Gesellschaft）を取り上げて，これらの企業の役員（監査役会および取締

役会のメンバー）が他社の監査役会においてどのような兼任関係を構築していたの

かという点についての分析を行っている。そこでの考察結果をふまえて，本稿で

は，ナチス期にあたる 1930 年代半ばの時期を取り上げて，保険業のこれら 2 社の

役員がどの産業のいかなる企業の監査役会においてどのような職位によって直接

兼任関係を築いていたのか，また他社の監査役会においてこれらの保険会社 2 社

の間でどのような間接兼任の関係が成立していたのかという点の解明を試みる。
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Ⅰ　問題の所在

　第 2 次大戦前のドイツでは，大銀行の監査役派遣，他社の監査役会での役員兼任による産

業企業と銀行の間の人的結合関係の形成，広い産業の多くの企業におよぶその展開は，トッ

プ・マネジメントの二層制構造を基礎にした企業間関係の形成であり，産業と銀行の利害が一

体となったドイツ「金融資本」1）の組織性を体現するものであったといえる。それは，第 2 次

大戦前のカルテル容認という国家の政策とそのもとでのカルテルの広範な網の目の存在 2）と

ともに，第 2 次大戦前期のドイツの「協調的資本主義」としての特質 3）を規定する重要な要

素をなした。そのような役員兼任による人的結合の構築は，企業間の情報の交換・共有のルー

トを築くものであり，それを基礎にして種々のコンフリクトや利害が市場競争においてよりは

むしろ協議において調整される可能性を生み出すものでもある。

　第 2 次大戦後になると，一般の投資家による証券への投資の拡大にともない二次市場での

証券業務の位置が一層高まり，その結果，寄託株式による銀行の代理議決権行使の本格的な展

開のもとで，銀行と産業企業の間での役員兼任による人的結合の体制が構築されてきた。ドイ

ツでは，資本所有と人的結合の両面における産業・銀行間の関係，企業間の関係，さらには共

同決定制度のもとでの労使協調的なシステムにみられる特徴的な体制が存在してきた。そのよ

うな企業体制は，「ドイツ株式会社」（“Deutschland AG”）とも呼ばれ 4），同国企業の経営行動

の重要な基盤をなしてきた。そのような企業体制において大銀行の果たす役割と意義は大きな

ものであったが，同時にまた，保険業の大企業も重要な位置を占めてきたという面もみられ

る。1950 年代以降，一方では 3 大銀行の最有力企業であるドイツ銀行が，他方ではアリアン

ツ，ミュンヘン再保険という保険業の最大手企業が「ドイツ株式会社」の中核をなしてきたと

されている 5）。また産業コンツェルン間の協調が大銀行や保険会社といった金融機関を媒介に

して築かれてきたとする指摘もみられる 6）。

　このように，ドイツにおける企業間関係をみるとき，大銀行とともに保険業の大企業による

資本結合と人的結合の両面での企業間の結びつきがどのように築かれてきたのか，また築かれ
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ているのかという点は，同国の産業集中体制の特質と意義を把握する上で重要な問題とな

る 7）。これまでの研究では，ドイツの保険業の大企業の経営業務の展開についてのいくつかの

重要な研究成果はみられるが，保険業の企業の役員兼任の重要性は指摘されながらも，その構

造についての具体的な考察は本格的にはなされてはこなかった 8）。そのような状況のもとで，

筆者はすでに，独占資本主義への移行期である 20 世紀初頭の時期およびワイマル期初期にあ

たる第 1 次大戦後のインフレーション期におけるドイツ保険業の代表的企業であるアリアン

ツ（Allianz Versicherungs-AG）とミュンヘン再保険（Münchener Rückversicheungs-Gesellschaft）

を取り上げて，これら 2 社の役員兼任による企業間人的結合の構造について考察を行ってい

る 9）。

　保険業の大企業によるそのような役員兼任には，その後のナチス期，さらには第 2 次大戦

後にはどのような変化がみられたのであろうか。本稿では，歴史的な比較の視点から，第 1

次大戦後のインフレーション期につづく 1920 年代の相対的安定期，その後の世界恐慌期を経

たナチス期を対象に，これら 2 つの保険業の大企業の役員兼任を分析する。すなわち，これ

らの保険会社が他社の監査役会においてどのような職位でもって直接兼任の関係を築いていた

のか，またそのようなトップ・マネジメント機関においてこれら 2 つの保険会社の間でどの

ような間接兼任の関係が成立していたのかという点について，複数の兼任ポストによって人的

結合関係が成立していたケースにも着目して考察を行う。なお考察にあたっては，ナチス期に

あたる 1930 年代半ば頃の時期を対象とする。本稿の考察は，前稿での第 1 次大戦後のインフ

レーション期，さらには次稿において予定している第 2 次大戦後の時期の分析とともに，歴

史的な比較研究の一環をなすものである。

　役員兼任による企業間の人的結合においては，相手先企業の監査役会での直接兼任が基本を

なす。しかし，直接兼任の結果，異なる企業の監査役会あるいは取締役会のメンバーである 2

人の人物がともにこれら 2 社とは異なる他社のコントロール機関である監査役会のメンバー

である場合，あるいは業務執行機関である取締役会のメンバーとなっている場合には，間接的

な人的結合である間接兼任が成立することになる 10）。このようなかたちでの人的結合によっ

て，他社において兼任関係を成立させている企業同士の間で情報のやりとりや協調の可能性が

互いに開かれることにもなりうるのであり，間接兼任構造も企業間人的結合の把握にとって重

要な意味をもつ。それゆえ，本稿では，役員の直接兼任と間接兼任の考察とおして，保険業の

大企業の企業間人的結合の構造を明らかにしていく。

　ここで，本稿の分析において依拠する主要な資料について述べておくことにしよう。この論

稿では，ドイツ企業の監査役・取締役などの情報源をなす資料として，人名録に相当する J. 

Mossner (Hrsg.), Adressbuch der Direktoren und Aufsichtsräte 1936, Bd.I, Nach Personen 

geordnet（Finanz-Verlag,Berlin）をもとに分析を行う 11）。
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　以下では，まずⅡにおいて，アリアンツとミュンヘン再保険という当時の代表的な保険会社

の役員（監査役会および取締役会のメンバー）が他社の監査役会において直接兼任をとおしてどの

ような人的結合関係を形成していたのかという点について，考察を行う。それをふまえて，Ⅲ

では，これら 2 つの保険会社の間で他社の監査役会において成立していた間接兼任の構造に

ついてみていく。Ⅳでは，ⅡおよびⅢにおいて明らかにされる保険業の企業の役員兼任による

企業間人的結合の構造をふまえて，ナチス期における保険業企業と産業企業，銀行の間の関係

の特徴を明らかにする。

Ⅱ　保険業企業の役員の直接兼任構造

1　アリアンツ役員の直接兼任構造

　まず第 1 次大戦後のドイツにおける最も代表的な保険業企業のひとつであるアリアンツの

監査役会と取締役会を構成する役員の直接兼任による人的結合の構造について考察を行うこと

にしよう。同社の監査役会および取締役会のメンバーが他社の監査役会において直接兼任の関

係にあったケースをみると（表 1 参照），その企業数は 205 社であり，合計 244 件の兼任関係

表 1　アリアンツ役員（監査役会・取締役会のメンバー）による他社の監査役会における直接兼任の状況

（注）：※） 2 件以上の兼任ポストがある企業が存在するため，兼任のみられる企業全体の数は各職位別の企業数の合計と

一致しない場合がある。

（出所）：J. Mossner (Hrsg.), Adressbuch der Direktoren und Aufsichtsrats 1936, Bd.I, Nach Personen geordnet, 
Finanz-Verlag, Berlin, 1936, Handbuch der deutschen Aktiengesellschaften,  各年度版を基に筆者作成。

　　　兼任状況
産　業

監査役会
会長

監査役会
副会長

監査役
監査役会の
職位全体※）

炭 鉱 業 3 社 3 件 2 社 2 件 11 社 12 件 14 社 17 件

鉄 鋼 業 1 社 1 件 ― 8 社 10 件 9 社 11 件

金 属 産 業 ・ 金 属 加 工 業 1 社 1 件 1 社 1 件 4 社 4 件 5 社 6 件

化 学 産 業 1 社 1 件 6 社 6 件 9 社 11 件 16 社 18 件

電 機 産 業 1 社 1 件 1 社 1 件 9 社 12 件 10 社 14 件

自 動 車 産 業 1 社 1 件 ― 3 社 3 件 4 社 4 件

機 械 産 業 4 社 4 件 3 社 3 件 8 社 8 件 15 社 15 件

精 密 機 械 産 業 ・ 光 学 産 業 1 社 1 件 ― ― 1 社 1 件

食 品 産 業 ― ― 1 社 1 件 1 社 1 件

繊 維 ・ 紡 績 ・ 織 物 産 業 2 社 2 件 4 社 4 件 5 社 5 件 11 社 11 件

醸 造 業 3 社 3 件 3 社 3 件 8 社 8 件 12 社 14 件

流 通 業 2 社 2 件 ― ― 2 社 2 件

銀 行 業 13 社 13 件 6 社 6 件 18 社 28 件 32 社 47 件

保 険 業 2 社 2 件 ― 18 社 23 件 19 社 25 件

電力業・ガス産業・エネルギー産業 3 社 3 件 1 社 1 件 19 社 19 件 19 社 23 件

交 通 業 3 社 3 件 2 社 2 件 4 社 4 件 9 社 9 件

そ の 他 の 産 業 11 社 11 件 ― 15 社 15 件 26 社 26 件

全 産 業 52 社 52 件 29 社 29 件 140 社 163 件 205 社 244 件
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が成立していた。169 社において合計 184 件の兼任がみられた第 1 次大戦後のインフレーショ

ン期 12）との比較でみると，企業数と兼任件数のいずれをみても，多くなっている。合計 215

社において 244 件となっていた兼任の産業別の内訳をみると，炭鉱業が 14 社で 17 件，鉄鋼

業が 9 社で 11 件，金属産業・金属加工業が 5 社で 6 件，化学産業が 16 社で 18 件，電機産

業が 10 社で 14 件，自動車産業が 4 社で 4 件，機械産業が 15 社で 15 件，精密機械産業・光

学産業が 1 社で 1 件，食品産業が 1 社で 1 件，繊維・紡績・織物産業が 11 社で 11 件，醸造

業が 12 社で 14 件，流通業が 2 社で 2 件，銀行業が 32 社で 47 件，保険業が 19 社で 25 件，

電力業・ガス産業・エネルギー産業が 19 社で 23 件，交通業が 9 社で 9 件，その他の産業が

26 社で 26 件となっている。多岐にわたる産業のなかでも，アリアンツにとって同業種であ

る保険業や金融部門に属する銀行業以外では，炭鉱業，鉄鋼業，化学産業，電機産業，機械

産業，電力業・ガス産業・エネルギー産業において多くの企業との直接兼任が成立しており，

第 1 次大戦後のインフレーション期と同様に，ドイツ製造業の基幹産業である重化学工業部

門との関係が強かったといえる。そのほか，繊維・紡績・織物産業や醸造業，交通業との関

係も強かった。

　監査役会の職位との関連でみると，監査役会会長のポストによる兼任のケースは，炭鉱業で

は 3 社，鉄鋼業では 1 社，金属産業・金属加工業では 1 社，化学産業では 1 社，電機産業で

は 1 社，自動車産業では 1 社，機械産業では 4 社，精密機械産業・光学産業では 1 社，繊維・

紡績・織物産業では 2 社，醸造業では 3 社，流通業では 2 社，銀行業では 13 社，保険業では

2 社，電力業・ガス産業・エネルギー産業では 3 社，交通業では 3 社，その他の産業では 11

社となっており，各社 1 件であり，合計 52 社で 52 件となっていた。合計 42 社で 42 件と

なっていた第 1 次大戦後のインフレーション期 13）と比べると，その数は多くなっている。監

査役会会長のポストによる兼任は，銀行業では Commerz- und Privat-Bank AG，保険業では

Münchener Rückversicheungs-Gesellschaft のような当該産業の多くの代表的な企業におい

てみられた。

　また監査役会副会長のポストによる兼任のケースは，炭鉱業では 2 社，金属産業・金属加

工業では 1 社，化学産業では 6 社，電機産業では 1 社，機械産業では 3 社，繊維・紡績・織

物産業では 4 社，醸造業では 3 社，銀行業では 6 社，電力業・ガス産業・エネルギー産業で

は 1 社，交通業では 2 社においてみられ，各社 1 件であり，合計では 29 社で 29 件となって

いた。その数は，合計 22 社で 22 件となっていた第 1 次大戦後のインフレーション期 14）との

比較では多かった。そのなかには，金属産業・金属加工業では Metallgesellschaft AG，化学

産業では IG Farbenindustrie AG，電機産業ではＡＥＧのような当該産業の最有力企業もみ

られた。

　さらに監査役のポストによる兼任のケースは，炭鉱業では 11 社で 12 件，鉄鋼業では 8 社
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で 10 件，金属産業・金属加工業では 4 社で 4 件，化学産業では 9 社で 11 件，電機産業では

9 社で 12 件，自動車産業では 3 社で 3 件，機械産業では 8 社で 8 件，食品産業では 1 社で 1

件，繊維・紡績・織物産業では 5 社で 5 件，醸造業では 8 社で 8 件，銀行業では 18 社で 28

件，保険業では 18 社で 23 件，電力業・ガス産業・エネルギー産業では 19 社で 19 件，交通

業では 4 社で 4 件，その他の産業では 15 社で 15 件となっており，合計 140 社で 163 件であ

り，108 社において 120 件となっていた第 1 次大戦後のインフレーション期 15）との比較でみ

ると，企業数と件数のいずれにおいても多くなっていた。これらの企業のなかには，鉄鋼業で

は Rheinische Stahlwerke，Fried.Krupp AG，Mitteldeutsche Stahlwerke AG，銀行業では

Dresdner Bank AG，電力業・ガス産業・エネルギー産業では Rheinisch-Westfälischer 

Elektrizitätswerk AG のような各産業における最大企業や主要企業がみられた。

　一方，アリアンツの役員（監査役会および取締役会のメンバー）が同一企業の監査役会において

2 件以上の直接兼任を成立させていた企業をみると（表 2 参照），その数は 28 社あり，合計 66

件の兼任関係がみられた。合計 10 社で 25 件となっていた第 1 次大戦後のインフレーション

期 16）と比べると，その数はかなり多くなっている。産業別の内訳をみると，炭鉱業が 3 社で

6 件，鉄鋼業が 2 社で 4 件，金属産業・金属加工業では 1 社で 2 件，化学産業が 2 社で 4 件，

電機産業が 3 社で 7 件，醸造業が 2 社で 4 件，銀行業が 7 社で 22 件，保険業が 4 社で 9 件，

電力業・ガス産業・エネルギー産業が 4 社で 8 件となっていた。兼任件数別にみると，合計 5

件の兼任がみられた企業は 2 社，4 件の兼任がみられた企業は 1 社，3 件の兼任がみられた企

業は 2 社，2 件の兼任がみられた企業は 23 社であった。

　3 件以上の兼任があった企業は 5 社であり，合計の兼任件数は 20 件であった。5 件の兼任

がみられた企業は，銀行業の Bayerische Versicherungsbank AG vorm. Versicherungs-

Anstalten der Bayerischen Hypotheken- und Wechsel-Bank，Allianz und Stuttgarter 

（出所）： J. Mossner (Hrsg.), a.a.O., Handbuch der deutschen Aktiengesellschaften，各年度版を基に筆者作成。

表 2　アリアンツ役員（監査役会・取締役会のメンバー）による他社の監査役会における 2 件以上の直接兼任のケース

兼任件数
産　業

2　件 3　件 4　件 5　件 合　計

炭 鉱 業 3 社 6 件 ― ― ― 3 社 6 件

鉄 鋼 業 2 社 4 件 ― ― ― 2 社 4 件

金属産業・金属加工業 1 社 2 件 ― ― ― 1 社 2 件

化 学 産 業 2 社 4 件 ― ― ― 2 社 4 件

電 機 産 業 2 社 4 件 1 社 3 件 ― ― 3 社 7 件

醸 造 業 2 社 4 件 ― ― ― 2 社 4 件

銀 行 業 4 社 8 件 ― 1 社 4 件 2 社 10 件 7 社 22 件

保 険 業 3 社 6 件 1 社 3 件 ― ― 4 社 9 件

電力業・ガス産業・エネルギー産業 4 社 8 件 ― ― ― 4 社 8 件

全 産 業 23 社 46 件 2 社 6 件 1 社 4 件 2 社 10 件 28 社 66 件
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Lebensvericherungsbank AG の 2 社であった。4 件の兼任がみられた企業は，銀行業の

Hermes Kreditversicherungsbank AG の 1 社であった。3 件の兼任がみられた企業は，電機

産 業 の Felten & Guilleaume Carlswerk AG， 保 険 業 の Münchener Rückversicherungs-

Gesellschaft の 2 社であった。これらの企業以外の 23 社は，合計 2 件の兼任関係の存在する

企業であったが，それを産業別にみると，炭鉱業が 3 社，鉄鋼業が 2 社，金属産業・金属加

工業が 1 社，化学産業が 2 社，電機産業が 2 社，醸造業が 2 社，銀行業が 4 社，保険業が 3

社，電力業・ガス産業・エネルギー産業が 4 社であった。

　兼任のポストを考慮に入ると，合計 5 件の兼任がみられた銀行業の Bayerische 

Versicherungsbank AG vorm.Versicherungs-Anstalten der Bayerischen Hypotheken- und 

Wechsel-Bank，Allianz und Stuttgarter Lebensvericherungsbank AG の 2 社では，いずれ

においても，1 つの監査役会副会長と 4 つの監査役のポストによる兼任が成立していた。4 件

の兼任が成立していた銀行業の Hermes Kreditversicherungsbank AG では，監査役会会長と

3 つの監査役のポストによる兼任となっていた。3 件の兼任が成立していた企業のうち，保険

業の Münchener Rückversicherungs-Gesellschaft では監査役会会長と 2 つの監査役のポスト

による兼任がみられたのに対して，電機産業の Felten & Guilleaume Carlswerk AG では，3

つの監査役のポストによる兼任となっていた。

　2 件の兼任が成立していた企業 23 社をみると，監査役会会長と監査役会副会長のポストに

よる兼任がみられた企業は，炭鉱業の“Eintracht” Braunkohlenwerke und Briketfabriken

の 1 社であった。監査役会会長と監査役のポストによる兼任がみられた企業は，炭鉱業の

Ilse,Bergbau，醸造業の Würzburger Hofbräu AG，Aktienbrauerei zum Löwenbräu，銀

行業の Deutsche Centralbodenkredit-AG，電力業・ガス産業・エネルギー産業の Elektr. AG 

vorm.W. Lahmeyer & Co.，Isarwerke AG，Kraftübertragungswerke Rheinfelden の 7 社

であった。監査役会副会長と監査役のポストによる兼任が成立していた企業は，金属産業・

金 属 加 工 業 の Metallgesellschaft AG， 電 機 産 業 の AEG， 銀 行 業 の Süddeutsche 

Holzwirtschaftsbank AG，電力業・ガス産業・エネルギー産業の Deutsche Continental-

Gas-Geselslchaft の 4 社であった。2 つの監査役のポストによる兼任が成立していた企業は，

炭 鉱 業 の Rheinische AG für Braunkohlenbergbau und Brikettfabrikation， 鉄 鋼 業 の

Eisenwerk-Gesellschaft Maximilianshütte，Rheinische Stahlwerke，化学産業の Kokswerke 

und Chemische Fabriken AG，Consolidierte Alkaliwerke，電機産業の Elektr. Licht- und 

Kraftanlagen AG，銀行業の Dresdner Bank，Karlsruher Lebensversicherungsbank AG，

保 険 業 の Berlinische Lebensversicherungs-Gesellschaft AG，Hammonia Allgemeine 

Versicherungs-AG，Neue Frankfurter Allgemeine Versicherungs-AG の 11 社であった。
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　また 2 件以上の兼任が成立していた企業をアリアンツの監査役会メンバーによるものに限定してみ

ておくと，2 件以上の兼任があった企業は 23 社みられ，合計 50 件の兼任関係が成立していた。その

ような兼任が 9 社において 22 件みられた第 1 次大戦後のインフレーション期 17）と比べると，その数

はかなり多くなっている。産業別の内訳をみると，炭鉱業が 3 社で 6 件，鉄鋼業が 2 社で 4 件，金属

産業・金属加工業が 1 社で 2 件，化学産業が 2 社で 4 件，電機産業が 3 社で 7 件，醸造業が 2 社で 4

件，銀行業が 5 社で 13 件，保険業が 1 社で 2 件，電力業・ガス産業・エネルギー産業が 4 社で 8 件で

あった。兼任件数別にみると，3 件の兼任がみられた企業は 4 社，2 件の兼任がみられた企業は 19 社

であった。

　3 件の兼任がみられた企業は，電機産業の Felten & Guilleaume Carlswerk AG，銀行業の Hermes 

Kreditversicherungsbank AG，Bayerische Versicherungsbank AG vorm. Versicherungs-Anstalten der 

Bayerischen Hypotheken- und Wechsel-Bank，Allianz und Stuttgarter Lebensvericherungsbank 

AG の 4 社であった。3 件の兼任が成立していた企業のうち，Hermes Kreditversicherungsbank AG

では監査役会会長と 2 つの監査役のポストによる兼任となっていたのに対して，Bayerische 

Versicherungsbank AG vorm. Versicherungs-Anstalten der Bayerischen Hypotheken- und Wechsel-

Bank，Allianz und Stuttgarter Lebensvericherungsbank AG の 2 社では，いずれにおいても，監査

役会副会長と 2 つの監査役のポストによる兼任となっていた。一方，Felten & Guilleaume Carlswerk 

AG では，3 つの監査役のポストによって兼任が成立していた。

　合計 2 件の兼任がみられた企業 19 社のうち，監査役会会長と監査役会副会長のポストによる兼任が

みられた企業は，炭鉱業の“Eintracht” Braunkohlenwerke und Briketfabriken の 1 社であった。監査

役会会長と監査役のポストによる兼任がみられた企業は，炭鉱業の Ilse,Bergbau，醸造業の Würzburger 

Hofbräu AG，Aktienbrauerei zum Löwenbräu，銀行業の Deutsche Centralbodenkredit-AG，保険

業の Münchener Rückversicherungs-Gesellschaft，電力業・ガス産業・エネルギー産業の Elektr.AG 

vorm.W.Lahmeyer & Co.，Isarwerke AG，Kraftübertragungswerke Rheinfelden の 8 社であった。

監査役会副会長と監査役のポストによる兼任が成立していた企業は，金属産業・金属加工業の

Metallgesellschaft AG，電機産業の AEG，電力業・ガス産業・エネルギー産業の Deutsche 

Continental-Gas-Geselslchaft の 3 社であった。2 つの監査役のポストによる兼任が成立していた企業

は，炭鉱業の Rheinische AG für Braunkohlenbergbau und Brikettfabrikation，鉄鋼業の Eisenwerk-

Gesellschaft Maximilianshütte，Rheinische Stahlwerke，化学産業の Kokswerke und Chemische 

Fabriken AG，Consolidierte Alkaliwerke，電機産業の Elektr. Licht- und Kraftanlagen AG，銀行業

の Dresdner Bank の 7 社であった。

　アリアンツの監査役会および取締役会のメンバーが他社の監査役会において 2 件以上の直接兼任

を行っていた上述のケースとの比較でみると，兼任件数が少なくなっている企業がみられた。銀行業

の Bayerische Versicherungsbank AG vorm. Versicherungs-Anstalten der Bayerischen Hypotheken- 
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und Wechsel-Bank，Allianz und Stuttgarter Lebensvericherungsbank AG の 2 社では，いずれにおいて

も，2 件分の監査役のポストによる兼任が少なかった。銀行業の Hermes Kreditversicherungsbank 

AG，保険業の Münchener Rückversicherungs-Gesellschaft の 2 社では，いずれにおいても，1 件分

の監査役のポストによる兼任が少なかった。これら 4 社以外の 19 社では，兼任の状況は，アリアンツ

の監査役会と取締役会のメンバーによる 2 件以上の兼任がみられた上述のケースに一致している。

　このように，アリアンツの役員の直接兼任による人的結合は，多くの産業におよんでいた

が，それぞれの産業において互いに競争関係にあるさまざまな企業と監査役会のポストをとお

しての結合関係もみられた。その代表的な事例をみると，鉄鋼業では，Rheinische Stahlwerke

や Fried.Krupp AG，銀行業では，Dresdner Bank，Commerz- und Privat-Bank AG のよう

な複数の最大手企業との兼任関係が成立していた。

2　ミュンヘン再保険役員の直接兼任構造

　つぎに，ミュンヘン再保険の役員の直接兼任による人的結合構造について，他社の監査役会

における直接兼任の関係を考察する。同社の監査役会および取締役会のメンバーが他社の監査

役会において直接兼任の関係にあったケースをみると（表 3 参照），その企業数は 50 社となっ

ており，合計 72 件の兼任関係が成立していた。50 社において 55 件の兼任関係が成立してい

た第 1 次大戦後のインフレーション期 18）と比べると，企業数は同じであったが，件数は多く

なっている。合計 50 社において 72 件となっていた兼任を産業別にみると，炭鉱業が 1 社で

1 件，鉄鋼業が 3 社で 3 件，化学産業が 2 社で 2 件，機械産業が 3 社で 3 件，醸造業が 3 社

表 3　ミュンヘン再保険役員（監査役会・取締役会のメンバー）による他社の監査役会における直接兼任の状況

（注）：※） 2 件以上の兼任ポストがある企業が存在するため，兼任のみられる企業全体の数は各職位別の企業数の合計と
一致しない場合がある。

（出所）：J. Mossner (Hrsg.), a. a. O., Handbuch  der deutschen Aktiengesellschaften,  各年度版を基に筆者作成。

　　　兼任状況
産　業

監査役会
会長

監査役会
副会長

監査役
監査役会の
職位全体※）

炭 鉱 業 ― ― 1 社 1 件 1 社 1 件

鉄 鋼 業 1 社 1 件 ― 2 社 2 件 3 社 3 件

化 学 産 業 ― 1 社 1 件 1 社 1 件 2 社 2 件

機 械 産 業 ― ― 3 社 3 件 3 社 3 件

醸 造 業 2 社 2 件 1 社 1 件 1 社 1 件 3 社 4 件

流 通 業 ― ― 1 社 1 件 1 社 1 件

銀 行 業 2 社 2 件 1 社 1 件 7 社 15 件 7 社 18 件

保 険 業 3 社 3 件 ― 22 社 29 件 22 社 32 件

電力業・ガス産業・エネルギー産業 2 社 2 件 ― 2 社 2 件 4 社 4 件

交 通 業 ― 2 社 2 件 ― 2 社 2 件

そ の 他 の 産 業 ― ― 2 社 2 件 2 社 2 件

全 産 業 10 社 10 件 5 社 5 件 42 社 57 件 50 社 72 件
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で 4 件，流通業が 1 社で 1 件，銀行業が 7 社で 18 件，保険業が 22 社で 32 件，電力業・ガ

ス産業・エネルギー産業が 4 社で 4 件，交通業が 2 社で 2 件，その他の産業が 2 社で 2 件と

なっていた。

　このように，ミュンヘン再保険の場合でも，他社の監査役会における兼任関係は多くの産業

におよんいたが，同業種である保険業との兼任が圧倒的に多い。保険業以外では，金融部門に

属する銀行業の企業が多かったほか，電力業・ガス産業・エネルギー産業の企業がやや多かっ

た。

　監査役会の職位との関連でみると，監査役会会長のポストによる兼任のケースは，鉄鋼業で

は 1 社，醸造業では 2 社，銀行業では 2 社，保険業では 3 社，電力業・ガス産業・エネルギー

産業では 2 社となっており，各社 1 件であり，合計では 10 社で 10 件であった。合計 6 社 6

件となっていた第 1 次大戦後のインフレーション期 19）と比べると，その数は多かった。

　また監査役会副会長のポストによる兼任のケースは，化学産業では 1 社，醸造業では 1 社，

銀行業では 1 社，交通業では 2 社となっており，各社 1 件であり，合計では 5 社で 5 件となっ

ている。3 社において 3 件となっていた第 1 次大戦後のインフレーション期 20）と比べると，

やや多かったが，あまり大きな差はみられなかった。

　さらに監査役のポストによる兼任のケースをみると，炭鉱業では 1 社で 1 件，鉄鋼業では 2

社で 2 件，化学産業では 1 社で 1 件，機械産業では 3 社で 3 件，醸造業では 1 社で 1 件，流

通業では 1 社で 1 件，銀行業では 7 社で 15 件，保険業では 22 社で 29 件，電力業・ガス産

業・エネルギー産業では 2 社で 2 件，その他の産業では 2 社で 2 件となっていた。その合計

は 42 社であり，兼任の総件数は 57 件であった。43 社において 46 件の兼任がみられた第 1

次大戦後のインフレーション期と比べると 21），企業数はほぼ変わらないが，件数は多くなっ

ている。監査役のポストによる兼任では，機械産業では Maschinenfabrik Augsburg-

Nürnberg AG（MAN），銀行業では Dresdner Bank のような当該業種・産業の代表的企業が

みられた。

　一方，ミュンヘン再保険の役員（監査役会および取締役会のメンバー）が同一企業の監査役会に

おいて 2 件以上の直接兼任を成立させていた企業をみると（表 4 参照），そのようなケースは合

表 4　ミュンヘン再保険役員（監査役会・取締役会のメンバー）による他社の監査役会における 2 件以上の直接兼任のケース

兼任件数
産　業

2　件 3　件 4　件 合　計

醸 造 業 1 社 2 件 ― ― 1 社 2 件

銀 行 業 3 社 6 件 1 社 3 件 2 社 8 件 6 社 17 件

保 険 業 4 社 8 件 3 社 9 件 ― 7 社 17 件

全 産 業 8 社 16 件 4 社 12 件 2 社 8 件 14 社 36 件

（出所）： J. Mossner (Hrsg.), a.a.O., Handbuch der deutschen Aktiengesellschaften，各年度版を基に筆者作成。
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計で 14 社存在しており，合計 36 件の兼任関係がみられた。そのような兼任関係が 3 社にお

いて 8 件みられた第 1 次大戦後のインフレーション期 22）と比べると，企業数と件数のいずれ

も多くなっている。

　兼任件数別にみると，合計 3 件以上の兼任のあった企業は 6 社で 20 件みられた。合計 4 件

の兼任がみられた企業は，銀行業の Allianz und Stuttgarter Lebensvericherungsbank AG，

Bayerische Versicherungsbank AG vorm. Versicherungs-Anstalten der Bayerischen 

Hypotheken- und Wechsel-Bank の 2 社であった。3 件の兼任関係があった企業は，銀行業

の Hermes Kreditversicherungsbank AG， 保 険 業 の Berlinische Lebensversicherungs-

Gesellschaft AG，Allianz und Stuttgarter Verein Versicherungs-AG，Europäische Güter- 

und Reisegepäck-Versicherungs-AG,Berlin の 4 社であった。残りの 8 社は，合計 2 件の兼任

が成立していた企業であった。その産業別内訳では，醸造業が 1 社，銀行業が 3 社，保険業

が 4 社となっていた。

　兼任のポストを考慮に入れてみると，合計 4 件の兼任があった銀行業の Allianz und 

Stuttgarter Lebensvericherungsbank AG では 1 つの監査役会副会長と 3 つの監査役のポス

トによる兼任がみられたのに対して，Bayerische Versicherungsbank AG vorm.Versicherungs-

Anstalten der Bayerischen Hypotheken- und Wechsel-Bank では，4 つの監査役のポストによる

兼任となっていた。合計 3 件の兼任が成立していた銀行業の Hermes Kreditversicherungsbank 

AG，保険業の Berlinische Lebensversicherungs-Gesellschaft AG，Allianz und Stuttgarter 

Verein Versicherungs-AG の 3 社では，いずれにおいても，監査役会会長と 2 つの監査役の

ポストによる兼任となっていた。これに対して，保険業の Europäische Güter- und Reisegepäck-

Versicherungs-AG,Berlin では，3 つの監査役のポストによる兼任であった。

　合計 2 件の兼任がみられた 8 社のうち，監査役会会長と監査役のポストによる兼任がみら

れた企業は，醸造業の Würzburger Hofbräu AG，銀行業の Süddeutsche Bodencreditbank，

保険業の Giesela Deutsche Lebens- und Aussteuerversicherungs-AG の 3 社であった。2 つ

の監査役のポストによる兼任となっていた企業は，銀行業の Dresdner Bank，Karlsruher 

Lebensversicherungsbank AG，保険業の Union Allgemeine Deutsche Hagel-Versicherungs-

Gesellschaft，Neue Frankfurter Allgemeine Versicherungs-AG，Ungarisch-Franzäsische 

Versicherungs-AG の 5 社であった。

　また 2 件以上の兼任があった企業をミュンヘン再保険の監査役会メンバーによるものに限定してみ

ておくと，2 件以上の兼任があった企業は 7 社であり，合計 15 件の兼任関係が成立していた。兼任が

みられた企業数が 2 社において 6 件となっていたミュンヘン再保険の第 1 次大戦後のインフレーショ

ン期 23）と比べると，企業数も件数も多くなっている。7 社において 15 件となっていた兼任のうち，合



54 立命館経営学（第 60 巻　第 1 号）

計 3 件の兼任関係が成立していた企業は，銀行業の Allianz und  Stuttgarter Lebensvericherungsbank 

AG の 1 社であり，そこでは，1 つの監査役会副会長と 2 つの監査役のポストによる兼任がみられた。

他の 6 社は，いずれも，合計 2 件の兼任がみられた企業であった。監査役会会長と監査役のポスト

による兼任がみられた企業は，銀行業の Süddeutsche Bodencreditbank，保険業の Berlinische 

Lebensversicherungs-Gesellschaft AG，Allianz und Stuttgarter Verein Versicherungs-AG の 3 社であっ

た。2 つの監査役のポストによる兼任となっていた企業は，銀行業の Hermes Kreditversicherungsbank 

AG，Bayerische Versicherungsbank AG vorm.Versicherungs-Anstalten der Bayerischen Hypotheken- 

und Wechsel-Bank，保険業の Europäische Güter- und Reisegepäck-Versicherungs-AG,Berlin の 3

社であった。

　ミュンヘン再保険の監査役会および取締役会のメンバーが同一企業の監査役会において 2 件以上

の直接兼任の関係を築いていた上述のケースとの比較でみると，兼任件数が少なくなっている企業

がみられた。それは，銀行業の Allianz und Stuttgarter Lebensvericherungsbank AG，Hermes 

Kreditversicherungsbank AG，Bayerische Versicherungsbank AG vorm.Versicherungs-Anstalten 

der Bayerischen Hypotheken- und Wechsel-Bank， 保 険 業 の Berlinische Lebensversicherungs-

Gesellschaft AG，Allianz und Stuttgarter Verein Versicherungs-AG，Europäische Güter- und 

Reisegepäck-Versicherungs-AG,Berlin の 6 社であった。Hermes Kreditversicherungsbank AG では

1 件分の監査役会会長のポストによる兼任が少なかったが，他の 5 社では，いずれにおいても，1 件分

の監査役のポストによる兼任が少なくなっていた。一方，銀行業の Süddeutsche Bodencreditbank で

は，兼任の状況は，ミュンヘン再保険の監査役会と取締役会のメンバーによる 2 件以上の兼任がみら

れた上述のケースに一致している。

Ⅲ　保険業企業間の役員の間接兼任構造

　―アリアンツとミュンヘン再保険の間の間接兼任構造―

　これまでの考察において，アリアンツ，ミュンヘン再保険という保険業における大企業の監

査役会と取締役会のメンバーが他社の監査役会において直接兼任をとおしてどのような人的結

合関係を形成していたのかという点についてみてきた。それをふまえて，Ⅲでは，他社の監査

役会においてこれらの 2 社の間で成立していた間接兼任による人的結合の構造について分析

を行うことにする。

　他社の監査役会においてアリアンツとミュンヘン再保険の間で成立していた間接兼任につい

てみると（表 5 参照），そのようなケースは合計 37 社でみられ，総件数は 118 件であった。合

計 44 社において 102 件となっていた第 1 次大戦後のインフレーション期 24）との比較では，

企業数は少なかったが，件数は多くなっている。
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　間接兼任の状況を産業別の内訳でみると，炭鉱業が 1 社で 2 件，鉄鋼業が 2 社で 5 件，化

学産業が 1 社で 2 件，機械産業が 2 社で 4 件，醸造業が 3 社で 9 件，流通業が 1 社で 2 件，

銀行業が 7 社で 39 件，保険業が 14 社で 40 件，電力業・ガス産業・エネルギー産業が 4 社で

11 件，交通業が 2 社で 4 件であった。

　また兼任件数別にみると，アリアンツとミュンヘン再保険の 2 社をあわせて合計 9 件の兼

任が成立していたケースは 2 社，7 件の兼任が成立していたケースは 1 社，5 件の兼任が成立

していたケースは 2 社みられた。合計 4 件の兼任が成立していたケースは 4 社，3 件の兼任が

成立していたケースは 11 社，2 件の兼任が成立していたケースは 17 社においてみられた。

　アリアンツとミュンヘン再保険の 2 社の間で他社の監査役会での間接兼任が成立していた

これらの企業のそれぞれにおいていずれの企業が主導地立場にあったのかという点とも深く関

係する問題として，両社あるいはそのうちのいずれかが 2 件以上の兼任関係をもつケースを

含む企業をみると，その数は 20 社であり，兼任の総件数は 84 件であった。その産業別の内

訳をみると，鉄鋼業が 1 社で 3 件，醸造業が 2 社で 7 件，銀行業が 7 社で 39 件，保険業が 7

社で 26 件，電力業・ガス産業・エネルギー産業が 3 社で 9 件であった。鉄鋼業の Eisenwerk-

Gesellschaft Maximilianshütte， 醸 造 業 の Würzburger Hofbräu AG，Aktienbrauerei 

zum Löwenbräu，銀行業の Allianz und Stuttgarter Lebensversicherungsbank AG，Bayerische 

Versicherungsbank AG vorm.Versicherungs-Anstalten der Bayerischen Hypotheken- und 

Wechsel-Bank，Hermes Kreditversicherungsbank AG，Dresdner Bank，Karlsruher 

Lebensversicherungsbank AG，Süddeutsche Bodencreditbank，Süddeutsche 

Holzwirtschaftsbank AG， 保 険 業 の Berlinische Lebensversicherungs-Gesellschaft AG，

Neue Frankfurter Allgemeine Versicherungs-AG，Europäische Güter- und Reisegepäck-

Versicherungs-AG,Berlin，Giesela Deutsche Lebens- und Aussteuerversicherungs-AG，

（出所）： J. Mossner (Hrsg.), a.a.O., Handbuch der deutschen Aktiengesellschaften，各年度版を基に筆者作成。

表 5　アリアンツとミュンヘン再保険の間で他社の監査役会において成立している間接兼任の状況

兼任件数
産　業

2　件 3　件 4　件 5　件 7　件 9　件 合　計

炭 鉱 業 1 社 2 件 ― ― ― ― ― 1 社 2 件

鉄 鋼 業 1 社 2 件 1 社 3 件 ― ― ― ― 2 社 5 件

化 学 産 業 1 社 2 件 ― ― ― ― ― 1 社 2 件

機 械 産 業 2 社 4 件 ― ― ― ― ― 2 社 4 件

醸 造 業 1 社 2 件 1 社 3 件 1 社 4 件 ― ― ― 3 社 9 件

流 通 業 1 社 2 件 ― ― ― ― ― 1 社 2 件

銀 行 業 ― 2 社 6 件 2 社 8 件 ― 1 社 7 件 2 社 18 件 7 社 39 件

保 険 業 7 社 14 件 4 社 12 件 1 社 4 件 2 社 10 件 ― ― 14 社 40 件

電力業・ガス産業・エネルギー産業 1 社 2 件 3 社 9 件 ― ― ― ― 4 社 11 件

交 通 業 2 社 4 件 ― ― ― ― ― 2 社 4 件

全 産 業 17 社 34 件 11 社 33 件 4 社 16 件 2 社 10 件 1 社 7 件 2 社 18 件 37 社 118 件
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Union Allgemeine Deutsche Hagel-Versicherungs-Gesellschaft，Ungarisch-Franzäsische 

Versicherungs-AG，Hammonia Allgemeine Versicherungs-AG，電力業・ガス産業・エネル

ギー産業の Deutsche Continental-Gas-Geselslchaft，Kraftübertragungswerke Rheinfelden，

Isarwerke AG が，そのような企業に該当する。

　アリアンツとミュンヘン再保険の 2 社をあわせて合計 9 件の兼任がみられた企業は，銀行

業の Allianz und Stuttgarter Lebensvericherungsbank AG，Bayerische Versicherungsbank 

AG vorm.Versicherungs-Anstalten der Bayerischen Hypotheken- und Wechsel-Bank の 2

社であった。前者ではアリアンツは 1 つの監査役会副会長と 4 つの監査役のポストによって，

ミュンヘン再保険は 1 つの監査役会副会長と 3 つの監査役のポストによって兼任関係を築い

ていたのに対して，後者では，アリアンツは 1 つの監査役会副会長と 4 つの監査役のポスト

によって，ミュンヘン再保険は 4 つの監査役のポストによって兼任関係を築いていた。合計 7

件の兼任がみられた企業は，銀行業の Hermes Kreditversicherungsbank AG の 1 社であり，

そこでは，アリアンツは監査役会会長と 3 つの監査役のポストによって，ミュンヘン再保険

は監査役会会長と 2 つの監査役のポストによって兼任を成立させていた。合計 5 件の兼任が

み ら れ た 企 業 は， 保 険 業 の Berlinische Lebensversicherungs-Gesellschaft AG ，Neue 

Frankfurter Allgemeine Versicherungs-AG の 2 社であった。前者ではミュンヘン再保険は

監査役会会長と 2 つの監査役のポストによって，アリアンツは 2 つの監査役のポストによっ

て兼任を行っていたのに対して，後者では，アリアンツは 3 つの監査役のポストによって，

ミュンヘン再保険は 2 つの監査役のポストによって兼任を行っていた。

　合計 4 件の兼任がみられた企業は，醸造業の Würzburger Hofbräu AG，銀行業の

Dresdner Bank，Karlsruher Lebensvesicherungsbank AG，保険業の Europäische Güter- 

und Reisegepäck-Versicherungs-AG,Berlin の 3 社であった。Würzburger Hofbräu AG では

アリアンツとミュンヘン再保険はいずれもそれぞれ 1 つの監査役会会長と監査役のポストに

よって兼任を行っていたのに対して，Dresdner Bank では，これらの 2 つの保険会社がそれ

ぞれ 2 つの監査役のポストによって兼任を行っていた。一方，Europäische Güter- und 

Reisegepäck-Versicherungs-AG,Berlin では，ミュンヘン再保険は 3 つの監査役のポストに

よって，アリアンツは 1 つの監査役のポストによって兼任を成立させていた。ただ，

Würzburger Hofbräu AG と Karlsruher Lebensversicherungsbank AG の 2 社では，いずれに

おいても，アリアンツとミュンヘン再保険の間での役員の直接兼任がみられたという事情もあ

り，これらの 2 社の監査役会ポストを有する 2 人の同一人物による間接兼任となっていた。

　 合 計 3 件 の 兼 任 が 成 立 し て い た 企 業 は， 鉄 鋼 業 の Eisenwerk-Gesellschaft 

Maximilianshütte， 醸 造 業 の Aktienbrauerei zum Löwenbräu， 銀 行 業 の Süddeutsche 

Bodencreditbank，Süddeutsche Holzwirtschaftsbank AG，保険業の Giesela Deutsche Lebens- 
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und Aussteuerversicherungs-AG，Union Allgemeine Deutsche Hagel-Versicherungs-

Gesellschaft，Ungarisch-Franzäsische Versicherungs-AG，Hammonia Allgemeine 

Versicherungs-AG，電力業・ガス産業・エネルギー産業の Deutsche Continental-Gas-

Geselslchaft，Kraftübertragungswerke Rheinfelden，Isarwerke AG の 11 社であった。醸造

業の Aktienbrauerei zum Löwenbräu，銀行業の Süddeutsche Bodencreditbank，電力業・

ガス産業・エネルギー産業の Isarwerke AG の 3 社では，いずれにおいても，アリアンツは

監査役会会長と監査役のポストによって，ミュンヘン再保険は監査役会会長のポストによっ

て兼任を行っていた。電力業・ガス産業・エネルギー産業の Kraftübertragungswerke 

Rheinfelden では，アリアンツは監査役会会長と監査役のポストによって，ミュンヘン再保険

は監査役のポストによって兼任を行っていた。保険業の Giesela Deutsche Lebens- und 

Aussteuerversicherungs-AG では，ミュンヘン再保険は監査役会会長と監査役のポストによっ

て，アリアンツは監査役会会長のポストによって兼任を成立させていた。電力業・ガス産業・

エネルギー産業の Deutsche Continental-Gas-Geselslchaft では，アリアンツは監査役会副会

長と監査役のポストによって，ミュンヘン再保険は監査役会会長のポストによって兼任を成立

させていた。銀行業の Süddeutsche Holzwirtschaftsbank AG では，アリアンツは監査役

会副会長と監査役のポストによって，ミュンヘン再保険は監査役のポストによって兼任関係を

築いていた。鉄鋼業の Eisenwerk-Gesellschaft Maximilianshütte，保険業の Hammonia 

Allgemeine Versicherungs-AG の 2 社では，いずれにおいても，アリアンツは 2 つの監査役

のポストによって，ミュンヘン再保険は 1 つの監査役のポストによって兼任関係を築いてい

た。保険業の Union Allgemeine Deutsche Hagel-Versicherungs-Gesellschaft，Ungarisch-

Franzäsische Versicherungs-AG では，いずれにおいても，ミュンヘン再保険は 2 つの監査

役のポストによって，アリアンツは 1 つの監査役のポストによって兼任を行っていた。

　残りの 17 社は，アリアンツとミュンヘン再保険の 2 社をあわせて 2 件の兼任がみられた企

業であった。それを産業別にみると，炭鉱業，鉄鋼業，化学産業，醸造業，流通業，電力業・

ガス産業・エネルギー産業ではそれぞれ 1 社，機械産業，交通業ではそれぞれ 2 社，保険業

では 7 社となっていた。監査役会の職位を考慮に入れてみると，アリアンツとミュンヘン

再保険の 2 社をあわせて 2 つの監査役会副会長のポストによる兼任となっていたケースは，

化学産業の Bayerische Stickstoff-Werke AG，醸造業の Gabriel und Jos Sedlmayr Spaten-

Franziskaner-Leistbräu AG，交通業の Santa Catharina Eisenbahn-AG，Eisenbahn-AG 

Schaftlach-Gmund-Tegernsee の 4 社でみられた。保険会社 2 社をあわせて 2 つの監査役の

ポストによる兼任が成立していたケースは，炭鉱業の Preußengrube AG，鉄鋼業の Fried.

Krupp AG，機械産業の AG für Waggonbauwerte，Joseph Vögele AG，流通業の Gesellschaft 

für Markt- und Kühlallen， 保 険 業 の“Kraft” Versicherungs-AG，Erste Einbruch- und 
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Reisegepäck-Versicherungs-Gesellschaft，Phönix Allgemeine Versicherungs-Gesellschaft，

Pilot Reinsurance Company of New York，Steaua Romaniei Societate Romana de Asigurari，

Union Rückversicherungs-Gesellschaft，Providentia,Algemeene Verzekering Maatschappij，

電力業・ガス産業・エネルギー産業の Berliner Städtische Elektrizitätswerke AG の 13 社で

あった。ただ，アリアンツとミュンヘン再保険の 2 社をあわせて 2 件の兼任がみられた 17 社

では，これらの保険会社 2 社の間での役員の直接兼任がみられたという事情もあり，いずれ

においても，両社の監査役会ポストを有する 1 人の同一人物による間接兼任となっていた。

　このように，アリアンツとミュンヘン再保険というドイツの保険業の最大手企業 2 社の間

で他社の監査役会において成立していた間接兼任は広範な産業の多くの企業においてみられ

た。ただ，そのなかには，これらの保険会社 2 社の間での役員の直接兼任がみられたために，

両社の監査役会ポストを兼任する同一人物による間接兼任となっているケースも多く存在して

いたことに注意しておく必要がある。そのようなケースは 19 社においてみられたが，合計 3

件以上の兼任関係が成立していた企業のなかにも，これらの保険会社 2 社の監査役会ポスト

を有する人物による兼任が含まれているケースもみられた。

　以上の考察をふまえていえば，アリアンツとミュンヘン再保険の 2 社をあわせて監査役会

会長，監査役会副会長，監査役のポストによる兼任関係があったケースは 1 社みられたが，

それ以外の企業のうち，2 社あわせて監査役会会長と監査役のポストによる兼任が成立してい

たケースは 8 社みられたほか，2 つの監査役会副会長のポストによる兼任が成立していたケー

スは 5 社，監査役会副会長と監査役のポストによる兼任が成立していたケースは 2 社みられ

た。またアリアンツとミュンヘン再保険の両社あるいはいずれかが 2 件以上の兼任関係をも

つケースを含む上述の 20 社のうち，監査役会会長あるいは監査役会副会長のポストを含む兼

任関係があった企業は 12 社みられたことになり，こうした人的結合関係は，各企業をめぐっ

ての保険業の大手企業の強い結びつきの可能性を示すものであるといえる。

Ⅳ　役員兼任からみたナチス期におけるドイツの保険業の企業間関係

――大銀行との比較

　これまでの考察において，ドイツの保険業の代表的企業であるアリアンツとミュンヘン再保

険を取り上げて，これら 2 社の役員（監査役会および取締役会のメンバー）が他社の監査役会に

おいてどのような兼任関係を築いていたのかという点について，直接兼任と間接兼任の両面か

らみてきた。本稿での分析をとおして，これら 2 つの大手保険会社の役員兼任による企業間

の人的結合の全体構造が明らかにされた。

　保険業の 2 社の役員兼任の状況の比較では，直接兼任関係が成立していた企業数と件数を
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みると，アリアンツの兼任は 205 社において 244 件となっていたのに対して，ミュンヘン再

保険の兼任は 50 社において 72 件となっており，アリアンツの兼任はミュンヘン再保険のそ

れよりも非常に多かった。この点は，監査役会会長，監査役会副会長，監査役のいずれの職位

でみてもあてはまる。また監査役会および取締役会のメンバーである役員が同一企業の監査役

会において 2 件以上の直接兼任の関係を成立させていたケースでも同様の状況がみられ，ア

リアンツのそのような兼任は 28 社において 66 件となっていたのに対して，ミュンヘン再保

険のそれは 14 社において 36 件となっていた。監査役会メンバーによる 2 件以上の兼任がみ

られたケースでみても同様であり，アリアンツのそのような兼任は 23 社において 50 件みら

れたが，ミュンヘン再保険のそれは 7 社において 15 件となっていた。

　このように，直接兼任関係が成立していた企業数と件数のいずれにおいても，アリアンツの

兼任はミュンヘン再保険の場合よりも非常に多かった。また監査役会および取締役会のメン

バーである役員が同一企業の監査役会において 2 件以上の直接兼任の関係を成立させていた

ケースでも同様の状況がみられたが，そのような状況は，監査役会メンバーによるものに限定

してみた場合でも，あてはまる。

　またドイツ銀行，ドレスナー銀行，コメルツ銀行という大銀行のケースとの比較でいえば，

ドレスナー銀行とコメルツ銀行との間では直接兼任の関係がみられた25）とはいえ，アリアン

ツとミュンヘン再保険の間では多くの直接兼任の関係が成立していたことが特徴的である。こ

の点は，これらの保険会社の間での強い人的なつながりを示すものである。

　役員兼任による企業間人的結合についての保険業主要企業 2 社のこのような状況，その比

較をふまえて，つぎに，ドイツ銀行，ドレスナー銀行，コメルツ銀行という当時の大銀行の役

員兼任構造との比較を行うなかで，役員兼任からみたナチス期における保険業の企業間関係の

特徴を明らかにしていくことにしよう。ここでは，本稿で考察を行った保険会社 2 社のうち

兼任のみられた企業数も件数も多かったアリアンツの状況について，ドイツ銀行，ドレスナー

銀行，コメルツ銀行という当時の大銀行の役員兼任構造との比較を行うことにしよう。

　アリアンツの監査役会および取締役会のメンバーが他社の監査役会において直接兼任の関係

を有していた企業数は 205 社であり，合計 244 件であったが，ドイツ銀行の場合の 341 社に

おいて 415 件，ドレスナー銀行の場合の 286 社において 333 件よりはかなり少なかったが，

コメルツ銀行の場合の 240 社において 286 件 26）との比較では，あまり大きな差はみられな

かった。監査役会の職位との関連でみても，監査役会会長のポストによる兼任は，アリアンツ

の場合には 52 社において 52 件となっており，ドイツ銀行の場合の 97 社において 99 件，ド

レスナー銀行の場合の 62 社において 62 件と比べると少なかったが，コメルツ銀行の場合の

53 社において 53 件 27）とほぼ同じであった。監査役会副会長のポストによる兼任は，アリア

ンツの場合には 29 社において 29 件となっており，ドイツ銀行の場合の 51 社において 51 件，
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ドレスナー銀行の場合の 42 社において 43 件と比べると少なかったが，コメルツ銀行の場合

の 26 社において 27 件 28）をわずかに上回っていた。監査役のポストによる兼任は，アリアン

ツの場合には 140 社において 163 件となっており，ドイツ銀行の場合の 226 社において 266

件，ドレスナー銀行の場合の 202 社において 228 件，コメルツ銀行の場合の 180 社において

206 件 29）と比べるとかなり少なかった。ミュンヘン再保険との比較では，兼任のみられた企

業数と件数のいずれにおいても，これら 3 つの銀行の役員による直接兼任はかなり多いもの

となっていた。

　また監査役会および取締役会のメンバーである役員が同一企業の監査役会において 2 件以

上の直接兼任の関係を成立させていたケースをみると，アリアンツの場合にはそのような兼任

は 28 社において 66 件となっていたが，ドイツ銀行の場合の 57 社において 131 件，ドレス

ナー銀行の場合の 41 社において 88 件，コメルツ銀行の場合の 39 社において 85 件 30）と比

べると少なくなっている。2 件以上の兼任が成立していた企業を監査役会メンバーによるもの

に限定してみた場合でも，アリアンツの場合にはそのような兼任は 23 社において 50 件となっ

ており，ドイツ銀行の場合の 30 社において 68 件との比較では少なかったが，ドレスナー銀

行の場合の 14 社において 28 件，コメルツ銀行の場合の 16 社において 34 件 31）との比較で

は多かった。ミュンヘン再保険との比較では，2 件以上の兼任のみられた企業数と件数のいず

れにおいても，これら 3 つの銀行の役員による兼任はかなり多いものとなっていた。

　さらにアリアンツとミュンヘン再保険という保険業の最も代表的な企業 2 社の間で他社の

監査役会において成立していた間接兼任の状況を大銀行との比較でみると，アリアンツとミュ

ンヘン再保険の間では直接兼任の関係が多く成立しており，そのような 2 社の間の企業間人

的結合の上に間接兼任の関係が築かれていた。この点は，3 大銀行間やそれらのうちの 2 行間

の間接兼任の場合とは異なる点である。

　アリアンツとミュンヘン再保険の間で他社の監査役会において成立していた間接兼任は 37

社においてみられ，総件数は 118 件であった。これをドイツ銀行，ドレスナー銀行，コメル

ツ銀行という 3 つの大銀行の間，あるいはそのうちのいずれかの 2 行の間で成立していた間

接兼任の状況と比較すると，3 つの大銀行間で成立していた間接兼任は 36 社において 152 件

となっており，それを除くとドイツ銀行とドレスナー銀行の間のそれは 35 社において 93 件，

ドイツ銀行とコメルツ銀行の間のそれは 32 社において 76 件，ドレスナー銀行とコメルツ銀

行の間のそれは 20 社において 44 件となっていた。3 行間での間接兼任が成立していた企業

を加えると，ドイツ銀行とドレスナー銀行の間のそれは 71 社において 198 件，ドイツ銀行と

コメルツ銀行の間のそれは 68 社において 176 件，ドレスナー銀行とコメルツ銀行の間のそれ

は 56 社において 143 件みられた 32）。37 社において 118 件となっていたアリアンツとミュン

ヘン再保険の間の間接兼任は，ドイツ銀行とドレスナー銀行の間やドイツ銀行とコメルツ銀行
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の間，ドレスナー銀行とコメルツ銀行の間のそれと比べると，企業数も件数も少なかったが，

とくにドイツ銀行とドレスナー銀行の間やドイツ銀行とコメルツ銀行の間のそれとの比較では

かなり少なかった。また大銀行間の間接兼任との比較において注意しておくべき点は，本稿で

取り上げた保険業の大手 2 社の間のそれでは両社の監査役会ポストを有する同一人物の兼任

役員によるものも多かったという点である。このことは，アリアンツとミュンヘン再保険の間

での役員の直接兼任が多くみられたことによるものであり，3 大銀行の間あるいはそのうちの

いずれか 2 行の間での間接兼任の場合とは異なっている。

　このような役員兼任による人的結合の面にみられる産業会社や銀行などの企業との保険業の

大企業の関係は，第 2 次大戦後にはどのようになったのであろうか。この点をめぐっては，1

人の人物による監査役会ポストの保有数に制限を加えることになった 1965 年株式法 33）の以

前と以後の時期についてみていくことが重要となろう。筆者はすでにこれら 2 つの時期のド

イツの 3 大銀行（ドイツ銀行，ドレスナー銀行およびコメルツ銀行）の役員の直接兼任，これら 3

銀行あるいはそのいずれか 2 行の間で他社の監査役会において成立していた間接兼任につい

て分析し，企業間人的結合の構造を明らかにしている 34）。これらの大銀行との比較の視点の

もとに第 2 次大戦後の時期における保険業の代表的企業の役員兼任による企業間人的結合の

構造を解明するという研究課題については，稿を改めて考察を行うことにしよう。
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Interlocking Directorates 
of Large German Insurance Companies 

on the Supervisory Board of Other Enterprises during 
the Period of National Socialism: 

The Cases of Allianz Versicherungs-AG 
and Münchener Rückversicheungs-Gesellschaft

Yamazaki, Toshio＊

Abstract

　In Germany, before World War II, industry-bank relationships were built through various 

mechanisms such as bank credit and the securities businesses, the shareholdings and 

deposited stock system, and the assignment of directors from banks to corporation boards. 

These systems served as a cooperative system between industry and banks as well as among 

corporations themselves. Industrial concentration in Germany was characterized by new 

developments in the industrial system that coordinated the interests and shared information 

between industry and banks and between corporations. Thus, large business systems based 

on ties between industries and banks were the cornerstone of German capital accumulation 

and were important processes in German corporate development. However, interlocking 

directorates between insurance companies and industrial companies as well as those 

between insurance companies and banks are important issues for understanding 

characteristics and significance of inter-firm relationships in Germany. In spite of such 

importance, inter-firm relationships of large German insurance companies that had been 

built through the interlocking directorates system have not been fully investigated. The 

author already considered interlocking directorates of large German insurance enterprises 

on the supervisory boards of other enterprises at the beginning of the 20th century and in 

the period of inflation after World War I. This paper uses the cases of Allianz Versicherungs-

AG and Münchener Rückversicheungs-Gesellschaft to analyze their interlocking directorates 

during the period of National Socialism.
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